








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































28　 ド イ ツ 独 立 社 会 民 主 党（Unabhängige Sozialdemokratische Partei Deutschlands: 
USPD）は、ドイツ帝国末期からワイマール共和国初期にかけて存在したドイツの社会主
義政党。「域内平和」路線をドイツ社会民主党が取ったことにより、同党を離党したマル

























































ルデンベルク（Karl August Fürst von Hardenberg: 1750-1822）はプロイセン王国の宰
相（1810-1822）。シュタインに続き自由主義的国制改革を実施した政治家。




Stuart Mill: 1806-1873）の『自由論』（On Liberty）（1859年）にも大きな影響を与えた。























果、フランス第二帝政は崩壊し、その後ビスマルク（Otto Eduard Leopold Fürst von 
Bismarck-Schönhausen: 1815-1898）によってドイツ帝国が統一された（1871年１月）。
53　本稿で現代語訳を施している河合の『国民に愬う』が、前出のフィヒテ『ドイツ国民に告ぐ』













































































65　サン・ピエール（Charles Irénée Castel,abbé de Saint-Pierre: 1658-1743）はフランスの
聖職者、著述家。1695年フランス・アカデミー会員選出。1712年スペイン継承戦争を終
結させるためのユトレヒト会議に出席、これを機に『ヨーロッパ恒久平和』全3巻を執筆・
刊行（1713-17）。「諸国民の最高法廷」設置の必要性を訴えた。また、カント（Immanuel 
Kant: 1724-1804）はドイツの哲学者。近世哲学を代表する最も重要な哲学者の一人でド
イツ観念論の起点となった哲学者。『純粋理性批判』『実践理性批判』『判断力批判』の三
批判書を発表。また、カントの政治哲学書『永遠平和のために』（1795年）では、恒久的
な平和状態へと近づくために世界市民法と自由な国家の連合が構想された。
66　「浜の真砂」とは、数のきわめて多いことのたとえ。石川五右衛門の辞世の句が有名。「石
川や浜の真砂は尽きるとも世に盗人の種は尽きまじ」。
67　「ヨーロッパ新秩序」（New Order）とは、ナチス・ドイツがヨーロッパの征服地で確立
しようとした新秩序のこと。ヨーロッパ統合構想。ヒトラー自身も「1941年という年は、
ヨーロッパ新秩序の歴史的な年であると確信する」と述べていた。
68　「東亜新秩序」「（大）東亜共栄圏」については、「三　政府への進言」（芝田、前掲訳、2017年）
訳註51参照。
69　「言うは易く行うは難し」とは、口で言うことは簡単だが、それを実行することはむずか
しいということ。中国前漢の宣帝の時代の桓寛が撰した書『塩鉄論』「利議」より。
70　「旗幟」とは、旗と幟（のぼり）。旗印。また、表立って示す立場や態度、あるいは主義・
主張のこと。
71　「荊棘」については、「四　国民への警告」訳註23参照。
72　「䠖跙逡巡」（しそしゅんじゅん）とは、あれこれとためらい迷って動きがとれなくなる
こと。
73　社会思想研究会編『河合榮治郎全集』第１・２巻（社会思想社、1968年）。
74　社会思想研究会編『河合榮治郎全集』第14巻（社会思想社、1967年）所収。また、河合
榮治郎研究会編、西谷英昭・川西重忠編著『河合榮治郎著　学生に与う : 現代版』（桜美
林大学北東アジア総合研究所、2014年）。
75　これら三論文は、「時事評論集」、社会思想研究会編『河合榮治郎全集』第19巻（社会思想社、
1969年）に収められている。
76　「欧州最近の動向」、社会思想研究会編『河合榮治郎全集』第６巻（社会思想社、1968年）所収。
77　以下、現代語訳を施すに当たって表現を変更した点と表記を変更した点を掲げる。なお、
漢字から平仮名への表記変更は省略する。【表現の変更】余す：残す、余るところがない：
足りない、あらせられる：いらっしゃる、安危：安否、異境：異国、幾人：数人／何人、
一意：一心に、いつにても：いつでも、いわんや：ましてや、動きの付かない：動きの
取れない、徒に：むだに／むなしく、一朝：ひとたび／すぐさま、一に：ひとえに、苟
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も：仮にも、況んや：ましてや、受く：受ける、映ずる：映る、往時：かつて、往来：道、
往来する：往復する、慮って：考慮して、をや：はなおさらである、かかる：こうした、
係る：関係する、火急：緊急、赫々たる：華々しい、かくの如き：このような、果断：決断、
下附：交付、雅量：度量、看護卒：看護士、緘する：閉ざす、関する：関わる、疑惧：疑問・
危惧、窮境：苦境、及落：合否、俠客：侠客、局：部局、去就：進退、遇する：処遇す
る、苦衷：苦渋、位する：位置する、蓋し：思うに、原因する：起因する、幻影：幻想、
言責：言葉の責任、攻究：研究、好人物に過ぎるし：人が好過ぎる、高調する：強調す
る、毫も：少しも、弧衷：本心、国民社会主義：国家社会主義、如くに：ように、殊に：
とりわけ、刻下：目下、語を続ける：言葉を続ける、際会する：遭遇する、定めのない：
定まらない、さまで：そこまで、されど：しかし、さればとて：だからといって、散ず
る：（カネを）使う、而して：そして、然らずんば：さもなければ、然らば：それならば、
然り：そうである、然らず：そうではない、然るに：それなのに／ところが、如くはない：
匹敵するものはない、市井の：市街の、親しく：直接に、実際家：実務家、集合：集会、
執心：執着、首級：首、初一念：初心、将士：将校・兵士、消息通：事情通、徐々として：
徐々に、爾来：以来、仁義を立てる：仁義を守る、心事：心中、少しく：少しでも、成心：
下心、切言：忠言、せしめる：させる、戦役：戦争、遷延：順延、詮議：詮索、詮議立
て：詮索、戦端を交える：戦闘を交える、全的に：全部、宣明する：宣言し明らかにする、
煽揚する：煽動する、窓牖：窓、壮挙：快挙、挿話：逸話、素志：宿願、大事：一大事、
大体：大方、啻に：単に、立ち竦む：立ちすくむ、磔刑：はりつけの刑、給う：下さる、
中外：内外、佇立する：たたずむ、通俗に：俗に、亭々たる：高くそびえる、ドイツ労働党：
ドイツ労働者党、東亜：東アジア、動因：原因、道破する：明言する、兎角の：色々な、
独立独往：独立独歩、ところへ：そこへ、とて：といって、なかりせば：いなかったな
らば、為す：犯す／行う、嘗める：経験する、なるほど：確かに、俄に：急に／すぐに、年：
歳、残る隈なく：残るくまなく、宣う：仰る、測られざる：計り知れない、拍車を加えて：
拍車を掛けて、旗を挙げる：旗を揚げる、罷業：ストライキ、蜚語：飛語、一道：一途、
披瀝：披露、兵火：戦火、風声：風評、耽る：没頭する／酔う、不正当：不当、平生：普段、
平生無事：平穏無事、～べからざる：～ことができない、別：違い、報知：情報、勃然：
突然、曲ぐべからざる：曲げることのできない、全き：完全、万巻の：数多くの、蹣跚
とする：よろめく、身に体して：身にとどめて、面を背ける：顔を背ける、目睫の間に：
目の前に、模糊として：曖昧模糊に、固より：もちろん、虚しく：謙虚に、約：約束、所以：
理由、よしや：たとえ、輿望：所望、累卵のような：度重なる、陋風：悪風、露台：バ
ルコニー。【表記の変更】浅墓：浅はか、亜細亜：アジア、更めて：改めて、いうを俟た
ない：いうを待たない、到る：至る、逸早く：いち早く、嫌が上にも：いやが上にも、巌：
厳（いわお）、因襲：因習、薄靄：薄もや、奥床しい：奥ゆかしい、行なう：行う、虞れる：
恐れる、墜ちる：落ちる、篝火：かがり火、攪き立てる：かき立てる、攪乱：撹乱、蔭：陰、
蔭口：陰口、箇条：か条／条文、劃期的：画期的、確乎：確固、活潑：活発、鎌倉政府：
鎌倉幕府、彼等：彼ら、萌す：きざす、議する：議論する、逆撃：逆襲、鞏固：強固、軽卒：
軽率、高処：高所、業病：難病、声を揚げる：声を上げる、心遣り：心やり、姑息因循：
因循姑息、耐忍：忍耐、奇蹟：奇跡、昂揚：高揚、気魄：気迫、好機到れり：好機到来、
広汎：広範、媾和：講和、国際聯盟：国際連盟、珈琲：コーヒー、これあれ：あれこれ、
頽廃：退廃、断乎：断固、最高頂：最高潮、詐偽：詐欺、坐して：座して、サンピエル：
サン＝ピエール、布く：敷く、支那：中国、支那事変：日中戦争、袖手傍観：拱手傍観、
知らず識らず：知らず知らず、充分：十分、詮ない：仕方のない、殲滅：せん滅、副う：
沿う、綜合：総合、擡頭：台頭、耐忍：忍耐、堪える：耐える、仆れる：倒れる、鍛錬：
鍛練、智識：知識、智者：知者、中支：中国中部、地を払う：地を掃う、付きつける：突
きつける、特種：特ダネ、処：所／ところ、弗：ドル、抛つ：投げ打つ、南支：中国南部、
何人も：何びとも、謀る：図る、測る：計る、曝露：暴露、始めから：初めから、始めて：
初めて、始めは：初めは、果して：果たして、バーデンのマックス公：バーデン公マク
シミリアン、ハルデンベルグ：ハルデンベルク、反撥：反発、只管：ひたすら、ヒットラー：
ヒトラー、一つ宛：一つずつ、不屈不撓：不撓不屈、附言：付言、仏印：フランス領イ
ンドシナ、揮う：振るう、プロシャ：プロシア、併行：並行、篇：編、抛棄：放棄、茫然：
呆然、髣髴：彷彿、北支：中国北部、捲き込む：巻き込む、護る：守る、看做す：見なす、
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ムソリーニ：ムッソリーニ、洩れる：漏れる、輿論：世論、ライプチッヒ：ライプチヒ、
ラムゼー・マクドーナルド：ラムゼイ・マクドナルド、聯合国：連合国、聯想：連想、敗っ
た：破った、遊蕩：放蕩、由々しい：由々しき、喚ぶ：呼ぶ、よりて：よって、禍する：
災いする。
　＊本訳出に当たって、現在の河合榮治郎研究を牽引する松井慎一郎氏（沖縄国際大学沖縄
法政研究所特別研究員／聖学院大学人文学部准教授）から数多くの貴重なアドバイスを
頂戴した。ここに改めて深甚なる御礼を衷心より申し上げる次第である。また、本訳出は、
平成28年度沖縄国際大学特別研究費（その他研究）を用いた研究成果の一部である。
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